
1 2 3 4 5 6 7 計

0 0 2 0 1 0 3 6

0 0 0 1 0 0 0 1

打順 守備
1 8 3 2 1 1 0 1 0 2
2 4 4 2 2 0 0 0 0 2
3 2 3 1 3 3 0 1 0 1
4 3 4 0 2 2 0 0 0 0
5 5 2 0 1 0 0 1 1 0
6 91 2 0 0 0 0 0 2 0
7 6 3 0 0 0 0 0 0 0
8 7 1 0 0 0 1 1 0 1

代打 1 0 0 0 0 0 0 0
7 0 0 0 0 0 0 0 0

9 19 3 0 1 0 1 0 0 0
代走 0 1 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0

打順 守備
1 6 2 0 0 0 1 1 0 0
2 19 3 0 0 0 2 0 0 0
3 2 2 1 2 0 0 1 0 0
4 3 3 0 0 0 0 0 0 0
5 7 3 0 1 0 1 0 0 0
6 4 2 0 0 1 0 0 1 0
7 9 2 0 0 0 1 0 0 0

1 0 0 0 0 0 0 0 0
代打 1 0 0 0 0 0 0 0
8 8 1 0 0 0 1 0 0 0

代打 8 1 0 0 0 0 0 0 0
代打 1 0 0 0 1 0 0 0
9 5 2 0 0 0 0 0 0 0

代打 1 0 0 0 0 0 0 0
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２０２２　第４７回　関東中学校軟式野球大会
＜2回戦＞　駿台学園中学校(東京)　　対　　筑西市立協和中学校（茨城）　　

　駿台学園、強打と機動力を存分に発揮！！全国の切符を勝ち取る！！

Ｊ：ＣＯＭスタジアム土浦①（９：２５～）

チーム名

駿台学園中学校

筑西市立協和中学校

【投手ー捕手】 駿台学園 島田、加藤 - 駒橋

協和中 横塚、板橋 - 清水

【二塁打】　 島田、鈴木(駿)、清水２(協) 　 【三塁打】　 栗原(駿)

【本塁打】　  

駿台学園中学校
氏名

鈴木　瑚南
市川　琥太郎
駒橋　優樹
栗原　朋希
五十嵐　悠
加藤　優空
阿部　駿大
細川　和雅
早坂　健太
伊藤　孝祐
島田　大翔
西田　譲

小高　稜真

筑西市立協和中学校
氏名

 酒寄　塁
 横塚　祥英
清水　秋紅亜

袖山　穣 
岩渕　由雅 

大久保　怜旺 
渡邊　健介 
板橋　悠希
松山　海斗
 亀田　來希
戸頃　孝介

廣沢　美香子
木城　友希 
栁田　龍

投手 チーム名 投球回数 打者 球数 被安打 奪三振 四死球 失点 自責点
 島田 駿台学園 5 21 81 3 5 2 1 1
加藤 駿台学園 2 6 22 0 2 0 0 0
横塚  協和 6 25 97 5 2 4 3 3
板橋  協和 1 8 31 5 1 0 3 3

打数 得点 安打 打点 三振 四死 犠打 盗塁

打数 得点 安打 打点 三振 四死 犠打 盗塁

※試合経過　チーム紹介などを掲載したホームページが次のＵＲＬに開設されています。ご覧下さい。
https://ibaraki-jhs-baseball-official.jimdofree.com/（第47回関東中学校軟式野球大会より）

令和４年度　第4７回関東中学校軟式野球大会実行委員会記録広報部

＜試合経過＞
　試合序盤、両チームとも走者を背負うが、投手を中心に堅い守備で守り抜く。３回表二死二・三塁から駿台学園栗
原さんが左中間に三塁打を放ち、２点を先制する。追う協和中は４回裏、清水さんが２塁打で出塁し、チャンスを広
げ、大久保さんの犠飛で１点を返す。５回表、７回表にも駿台学園は追加点を上げ、試合を決めた。

＜試合を振り返って＞

駿台学園　西村　晴樹監督 
　相手投手横塚さんは、好投手ということで厳
しい試合になると予想していた。勝ててほっと
している。攻撃面では、チャンスを作りながら
も点を取れない展開で、栗原さんのタイムリー
が出たことが良かった。守備では継投のタイミ
ングが難しかったが、先発の島田さんが粘り強
く頑張った。勝因は緊張の中、選手たちが自分

自身に打ち克てたことだと思う。　　　　　

駿台学園　駒橋　優樹キャプテン
　日本一を目標としているので、全国の舞台に
立てることが嬉しい。勝負のポイントは５回表
の自分が決めたエンドランの３点目だと思う。

全員で一つになることができて良かった。

協和中　小澤　啓登監督
　前半が終わって、ロースコアに持ち込むこと
ができた。後半にもう一度チャンスが来れば、
逆転できると思ったが、駿台学園の打線が上だ
った。駿台学園は投手を含めてチーム力が高か
った。選手たちは仲間を信じて繋ぐ意識を持っ
てくれた。全員で野球をすることができて良か
った。


